２０２５年度全日本柔道強化選手選考会富山県予選会
実　施　要　項
富山県柔道連盟
                                                      　　　　 　　　会長   平田　裕康
　
１　主　　催    富山県柔道連盟　　
２　共　　催    富山県高等学校体育連盟柔道専門部
３　主　　管    富山県柔道連盟競技部
４　期　　日    令和８年２月１日（日）
５　会　　場    県営高岡武道館
６　競技日程　　令和８年２月１日（日）富山県柔道選手権大会終了後～開会式　男女個人試合　閉会式　
７　競技規則
(1) 国際柔道連盟試合審判規定ならびに富山県高体連柔道専門部申し合わせ事項による。
ア　試合時間は３分間とする。

イ　「優勢勝ち」の判定基準は「有効」または「僅差」（「指導」差２）以上とする。
ウ　試合終了時に技による評価が同等の場合、もしくは、「指導」差１以下の場合は、ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行う。延長戦は、「有効」以上の得点があった時点、または「指導」の数に差が出た時点で試合終了となる。
　　＊「指導」の累積により両者が同時「反則負け」となった場合は、スコアをリセットして、ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行い、勝敗を決する。延長戦で「指導」の累積により両者が同時「反則負け」になった場合は、スコアをリセットして、再度ゴールデンスコア方式の延長戦を時間無制限で行い、必ず勝敗を決する。
８　競技方法
（ア）体重別（男子90㎏、100㎏、女子70㎏、78㎏）で行う
（イ）試合はトーナメント戦とする。
９　参加資格

(1) 富山県高等学校総合体育大会開催基準に準ずる。
(2) 令和７年度、富山県柔道連盟を経て、（公財）全日本柔道連盟に登録を完了した者。
(3) 「脳震盪」に関する扱いは以下のとおりとする。
　　　　　①大会１ヶ月以内に脳震盪を受傷した者は、脳神経外科の診察を受け、出場の許可を得ること。
②大会中、脳震盪を受傷した者は、継続して当該大会に出場することは不可とする。なお、至急専門医（脳神経外科）の精査を受けること。
3 練習再開に際しては、脳神経外科の診断を受け、許可を得ること。

4 当該選手の指導者は大会事務局および全柔連に対し、書面により事故報告書を提出すること。

(4) 皮膚真菌症（トンズランス感染症）については、発症の有無を各所属の責任において必ず確認すること。感染が疑わしい、もしくは感染が判明した選手については、迅速に医療機関において的確な治療を行うこと。もし選手に皮膚真菌症の感染が発覚した場合には、大会への出場ができない場合もある
10　参加制限    　　男子の体重区分は次の２階級（90㎏、100㎏）のみとする。
女子の体重区分は次の２階級（70㎏、78㎏）のみとする。
・計量にパスしないものは参加できない。
・外国人留学生の参加人数制限は設けない。

11　表　　彰    　　各階級第３位までを表彰する。

12　計　　量　　　　県営高岡武道館・柔道場（男子）更衣室（女子）
                  　期日　２月１日（日）８：１０～８：４０

　　　　　　　　　　
13　参加申込  　 (1) 申込先　　〒930-0175  富山市願海寺444
富山国際大学付属高等学校　　　橘川　幸治　教諭
ＴＥＬ（076）434—0577　　　
               　(2) 申込期日  １月６日（火）１２：００必着
　　　　　　　　　　※Faxでの申し込み不可。ただし、mailでの申し込みは可とする。
14　参加料      　　男女個人試合　 １名　　    　６００円
15　シード　　　　 秋季大会のベスト４をシードする
16　組み合わせ抽選　第４８回全国高等学校柔道選手権富山県大会の代表者会議に合わせて行う。
17　審判監督会議　　富山県柔道選手権大会終了後に会議室にて行う。
18　諸 連 絡　    (1) 選手は、必ず当該校引率責任者に引率され、引率責任者は選手すべての行動に対して責任を負うものとする。
(2)引率責任者は団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校長の認める学校の職員とする。
(3)監督は、校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ安全保険等）に必ず加入することを条件とする。
　 　※競技補助役員
令和８年富山県柔道選手権大会後に継続して行う。
               　　後片付け　大会終了後　富山・新川地区
